
1．受験の概要

筆者が教員採用試験で合格した自治体は、北海道・山
形県・高知県・広島県・北九州市・福岡県の 6か所であ
る。本稿では、そのうち STEAM Lab カリキュラム・マ
ネジメント副部門長としての活動実績や卒業研究「学習
理解の深化に資するカリキュラム・マネジメントのあり
方に関する実証的研究」、教育実習の研究授業などで取
り組んだ内容をどのように受験時にアピールし、合格に
たどり着けたのか、その体験についてまとめたい。

2．北海道

北海道では、エントリーシート（面接個票）の北海道
の志望動機の項目に下記の内容を盛り込んだ。

塾講師での iPad と Apple Pencil による手書き機能を
用いた英語教材作成などの経験をもとに、児童の知的好
奇心を引き出し、北海道の「実践指導力や専門性の向上
に主体的に取り組む教員」として貢献したいと考え、志
望した。

この志望動機は実際に面接時にも質問され、具体的な
経験内容を説明する機会を得ることができた。
また、卒業研究の説明欄には下記の内容を記した。

「カリキュラム・マネジメント」をテーマに、教育課
程内外の関わりを中心に、教科間・学年間の「横の連
携」「縦の接続」や学校内外の協力のあり方などについ
て考察を深めた。

さらに、ボランティア等の資格経験を記載する欄には
「STEAM Lab（カリキュラム・マネジメント部門）副部
門長」と記入し、成果をアピールした。

3．山形県

山形県では、エントリーシート（面接個票）の自身の

経験のアピール欄に下記の項目を盛り込んだ。

教育実習では、児童と気さくに話せる雰囲気や知的好
奇心を引き出す授業づくりに役立てるとともに、指導教
員や先輩の先生方からのご指導やご好意を遠慮なく受け
止め、年上の方との関わりに慎重だった自分を変えるこ
とができた。塾講師のアルバイトでは、タブレット端末
の手書き機能を用いて、子どもや保護者の方が成長を振
り返りできるポートフォリオやオリジナル教材を作っ
た。

さらに、資料 1のように STEAM 教育やカリキュラ
ム・マネジメントの従事経験をアピールするとともに、
絵画や水泳・英語学習など横断的学習の基盤となる多様
な技能についても言及している。

4．広島県

広島県では、エントリーシート（面接個票）の自身の
経験のアピール欄に下記の項目を盛り込んだ。

教育実習では 5年生を担当し、研究授業では指導教員
の優れた実践をもとに、社会科の「米づくり」を理科の
「植物の生長」と関連付ける「カリキュラム・マネジメ
ント」やジグソー学習によるグループワークを活用し、

教育実践ノート

教員採用試験受験における STEAM 教育の活用実践（受験報告）その 2

栗 本 朱 音＊

────────────
＊大阪大谷大学開沼ゼミ 4回生

資料 1 山形県教員採用試験受験時の推薦書

― ６９ ―



理解の深化をはかった。
個別塾講師のアルバイトでは、主に小学生から高校生
までの英語科を担当し、文法のテキストや問題集に整理
された事項を担当生徒の理解度や課題に合わせて整理し
直し、iPad と Apple Pencil を用いた手書き機能を活用
してオリジナルシートを作成するなど、効果的に指導す
る工夫を行った。

5．高知県

高知県では、エントリーシート（面接個票）の高知県
の志望動機の項目に下記の内容を盛り込んだ。

私は高知県のデジタル社会に向けた教育の推進や楽し
くわかりやすい授業づくりを通して、主体的に課題解決
できる児童を育てたいと考え、志望した。
教育実習では、持ち前の既存のアイデアにひと手間加
えるアレンジ力で、指導教員の優れた実践を参考に、社
会科の米づくりと理科の植物の生長を繋げるカリキュラ
ム・マネジメントを行った。
また、塾講師のアルバイトでは、大学のゼミで学んだ
タブレット端末の手書き機能を用いた教材づくりや、ポ
ートフォリオによる振り返りを行った。

6．北九州市

北九州市では、模擬授業で「おさめる」の漢字を題材
とした授業が指定された。学校のテストで「おさめる」
が出題された前提で、人によって解答が異なることを導
入で取り入れるとともに、収める・納めるなどの漢字の
生活場面における活用状況と関連付けながら授業を行っ
た。その後の集団討論の開始前に模擬授業の感想を話す
時間があり、カリキュラム・マネジメントを意識した工
夫について言及した。
集団討論では、新学習指導要領を踏まえた学力向上に
どう取り組むかについて、20分程度の討論を行った。
現状分析の段階では教育実習で取り組んだジグソー学習
について触れ、卒業論文でのカリキュラム・マネジメン
トをこれから取り入れる工夫として主張した。司会役に
よる想定外の進行の影響でまとめが十分にできずに戸惑
った面もあったが、その中でも自らの経験や考えをアピ
ールする上で STEAM が効果的であった。

7．福岡県

福岡県では、エントリーシート（面接個票）の自身の
経験のアピール欄に下記の項目を盛り込んだ。

塾講師のアルバイトでは、タブレット端末の手書き機
能を活用した ICT 活用で、生徒や保護者が成長を振り
返りできるポートフォリオや目標に応じたオリジナル教
材づくりに努めた。
教育実習の研究授業では、指導教員の優れた実践を参

考に、社会科の「米づくり」と理科の「植物の生長」を
関連付ける「カリキュラム・マネジメント」やジグソー
学習を活用した。

また模擬授業では、第 2学年学級活動の「話を聞かな
い児童に対してどう指導するか」をテーマに、福岡県の
「きた褒めメソッド」を意識して授業した。特に日常生
活の場面に即した指導を心掛け、当事者意識を持たせる
工夫に努めた。
さらに面接では、人権について小学校で学んだこと

や、これからの授業づくりなどについて質問を受け、第
6学年の歴史と繋げて説明した。

8．おわりに

いずれの自治体においても、教育実習での授業実践や
卒業研究の取り組み内容、塾講師としてのアルバイトに
おける経験といった中心的な活動内容（エピソード）を
基盤に、個票に指定された字数制限に合わせた記述の工
夫を行う上で、STEAM 教育やカリキュラム・マネジメ
ントの発想が役立っていることがわかる。
多くの自治体を受験するにあたっては戦略的に動く必

要がある。本報告で取り上げた自治体を受験するにあた
っては、20～30程度の自治体に出願し、その上で指定
された日程との重複を調整するといったプロセスがあっ
た。当然、その多くにエントリーシートを書いて提出す
る必要があるため、結果的に記述内容も表現もより洗練
されていった。筆者は結果として 6か所から合格通知を
いただき、第一希望である福岡県の教員として 4月から
勤務予定である。学生 4年間で自らの目標の達成を勝ち
取るために、本報告を参考にぜひ早期から努力を重ねて
いただきたい。

（2021年 2月 17日 受理）
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